
















































ここで,Aは正の定数 f(a)は図2に示した様な滑らかな関数である. 以後,方程式 (2)に
ついて考えることにする｡ 方程式 (2)は,神経線維の静止状態に対応する唯一の空間的に-様
な安定定常解 (a.W)≡(0,0)を持っ . また方程式 (2)がx∈ (--,+-)に対して定義さ
れている場合,パラメータbが小さいときにパルス型進行波解
(a,W)-(甲(Z),少(Z)),Z- x+ct,
を持つO ただし,Cは伝播速度であり, (?,少)は Zのみの関数であって, lzL-+- のと




-C崇 ･ f (p,一 転 0 ･
- C吐 +bp-0,∩dz (3)
甲(±…)-少(±-)-0.
これは一種の非線形固有値問題であって,勝手なCの値に対して(3)を満たすような解は存在






次に,パルス解の安定性について考えてみよう｡ 方程式 (3)は Zを陽に含んでいないから,





IU(I)-壁 - C 諾 +i,(頼 -)U-W･dz2
(4)
人W (I)-- C旦竺+ bU, -∞ < Z<+-
dz
を考える｡ ある )に対し,この方程式が Lzl-+- のときに有界な非自明解を持つとき,
人を固有値という. (3)をZについて微分すれば. A- Oのとき,
(U,Wl - (p'(Z).少′(I))
は(4)を満たすことがわかるO 従って ス-0は固有値である. [4]によれば, RetA)>0















速い方のパルス解 (C - cf(A)は･b>0が十分小さければ安定であるO
多くの数値計算の結果から.速い方のパルス解は常に安定であると予想されているが,上で
述べた事情から,一般的な証明は未だ得られていない.これは神経パ ルスの研究における最も
重要な問題であると言えよう｡
4. まとめ
本稿では,神経線維上を伝播するパルスに関する数学的な研究について概観した｡簡単化さ
れた神経モデルに対してさえ数学的に不十分な点が多く,今後の研究が待たれるところである｡
なお,神経線維上では周期的なパルス列やルーパルスといった進行波が存在することが知られ
ており,これらに関する研究も進められている｡
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